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☆ｍａｓａｋｉ
学校教育目標 「自らの良さを認め 共に伸びる生徒の育成」

校 訓 「真面目にします 仲よく協力します よい言葉を使います」

１学期終業式校長式辞（要旨）
皆さんは自分のスマホを持っていますか？2023年の総務省の調査によりますと、小学生高学年

で32％、中学生は79％が持っているという調査結果が出ています。携帯電話が日本に登場するの
が、1985年・昭和60年のことですから、この40年ほどで爆発的に増加したことが分かります。こ
のように急速にＡＩ化が進む一方で、世の中からなくなった物もたくさんあります。例えば公衆
電話や電話ボックスです。今では目にすることが少なくなりました。うっかりスマホを忘れて外
出してしまうと、連絡が取れなくなり困ってしまうことがあります。同じように、世の中からな
くなってしまうだろう職業について分析した論文が、話題になりました。それは、イギリスのオ
ックスフォード大学のオズボーン准教授が発表した「雇用の未来～コンピュータによって仕事は
失われるのか」というもので、今後、10年から20年の間に、スポーツの審判、電話オペレーター、
レジ係、ホテルの受付係など、現在ある職業の半数はコンピュータによって自動化されてしまう
ために無くなってしまうという内容です。確かに、テニスやサッカーなどで、ボールが入ったか
どうかをコンピュータで判定するシステムは始まっていますし、お店でも無人レジを導入してい
るところが増えてきています。また、ロボットが受付をするホテルも登場しています。更に、オ
ズボーン准教授は、「スキルの未来」という論文を発表しています。この中で、2030年の社会で必
要とされるスキル（技術）は、新しいことを学ぶための戦略的スキルであり、心理学、指導力、
協調性、独創性、アクティブラーニング、スピーキングなどだと言っています。逆に必要とされ
ないスキルとして、操作の正確さ、手作業の素早さ、指先の器用さなどが挙げられています。た
だし、断言はできないとして、例えば「手先の器用さ」などが必要とされる職業はなくならない
とも述べられています。職人や庭師、美容師などが例示されています。2030年と言えば、あと７
年後です。皆さんが社会人として世の中に出ているか、大学で専門的な勉強をしている頃です。「進
路」という言葉を聞くと、皆さんはすぐにどこの高校へ進学するかを考えてしまうかもしれませ
ん。確かに、文部科学省の調査では、中学校卒業後、98.8％の生徒が高校へ進学しており、卒業
してすぐに就職する人は非常に少ない状況です。しかし、７年後に迫った2030年の自分の姿を真
剣に考えてみることは必要なことだと思います。自分はどのような職業に就いているのか。また、
就こうとしているのか。そして、その職業で必要とされているスキルは何なのか。それまでに自
分はどのようなスキルを身に付けておく必要があるのか。自分の個性や特性は何なのか。これら
のことをよく考え、自分で自分の未来を切り拓いていくことが大切だと言えます。
例えば、皆さんもよく知っている「藤井聡太さん」の場合はどうでしょう。中学時代の将来の

目標は「竜王」と「名人」を取ることだったそうです。そして、中学２年生の時、史上最年少、1
4歳２か月でプロ棋士になります。中学時代の藤井聡太さんは、平日は学校から帰ると３時間から
４時間、「棋譜」という対局の手順を表した記録を読んだり、詰将棋やネット対局をしたりして腕
を磨きました。これは、将棋の対局が３時間以上かかるため、普段から集中力を鍛えるためだっ
たそうです。なるべく多くの時間を将棋に充てるため、部活動には入らず、宿題は学校の昼休み
に全て終わらせていたそうです。考えてみれば、５時に帰宅して４時間将棋に時間をかければ９
時になっています。食事の時間や入浴の時間は削れませんから、藤井聡太さんは、使える時間の
ほぼ全てを将棋にかけていたことが分かります。その結果、藤井聡太さんは、７年後の21歳の時
に渡辺明名人を破り、「名人」を獲得します。この時「竜王」を含む七冠を史上最年少で達成し、
中学２年生で掲げた目標を見事に達成しています。天才と呼ばれる藤井聡太さんですが、中学校
の時から明確な目標を持ち、それを実現させるためのスキルを理解し、そして、それを身に付け
るための不断の努力をしていることが分かります。
私たちに与えられた時間は限られています。その時間をどのように使うかが、その後の人生を

変えていきます。できるだけ早く自分のやりたいことを見つけ、それを実現させるためのスキル
を考えることが大切です。そして、それを身に付けるための努力を１日でも早く行う必要がある
と思います。
皆さんの夏休み中の本気の頑張りに期待し、終業式の式辞と致します。



１学期も今日で終わりです。あっという間に過ぎたこの１学期を振り返ってみましょう。

【入学式】 113名の新しい仲間を迎えました

【新任式】 【始業式】 【教職員紹介】

【任命式】 【部活動紹介】

【３年修学旅行】 【２年校外学習】 【１年大洲宿泊研修】

【教育実習】 【伊予地区総体壮行会】 【伊予地区総体】

各学年それぞれの行事に対して、一生懸命に取り組み、その度に成長し、松前中学校を盛り
上げてくれました。２学期も、「青春開花」のスローガンのもと、精一杯頑張りましょう！


